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制作概要

　今回の 研究制作の 基調は　 1978年 ときわ

画廊個展 （東京）　「太陽器 」 太陽の 軌跡 を

造形する こ と か ら始 ま り、1981年不二 画廊

（大阪）振子の 軌跡 を造形 と、現在の 制作

内容に い た る まで 、 方法、素材に変化は あ

る もの の 、その 通奏低音に 拠 る と こ ろに、

白身改め て 認識を深め る結果に な っ て い る。

　次 ペ
ー

ジはそ の 経緯を簡単に示そ うと し

て い る。

　 こ の 個展発表で は 、古い 振 了時計 と百葉

箱 を組み 合わせ た造形で 、 空間を逍遥する

た め の キ ャ ス タ ーを装着 し、空 間の 形態 に

よ っ て 変 る効果を探索す るた め の装置が 二

基展示 され た＝ こ の 時計 は人間的な懐か し

い 音と、地球の 白転を示す格好の装置 「フ
ー

コ
ーの 振子」の 字宙的な両面 を備 えて お り、

百葉箱は気 象 （見えな い 形）を感受する象

徴 とする こ と で 、環境の 動 きを組替え、合

成 し 、 反応 を促 し、光は啓蒙 （暗 きを照 ら

す） し、増r幅 （共振、共鳴）する こ とによ っ

て 、既 に 認 知 さ れ て い る か に 見 え る が 、実

は 可能性に満ちた未知 の 空間を演出 しよう

と して い る。

　部屋の 空間は青色に 満ちて い て 、部屋の

臼い部分 は振子の 後ろの ハ ロ ゲ ン ラ イ トの

黄色 っ ぽ い 光 と合わさ っ て い るもの で 、
こ

の 部屋 で は黒 い 影 は実 体が 壁に 近寄 っ た 時

の み現 れ るが、青い 影 が主役 とな る、振子

の 影は 人間よ り大 き く拡大 され、正 面の 壁

と側面の 壁で速度 を変え る こ と に なる。

　 さて 、こ こ で は全て の 内容を説明する こ

とは 限界が ある の で 、こ の 写真表現 を参考

い た だ い て 、つ ぎの 発表 にそ の 役割 を譲 り

た い 。
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　　　 北 野 　正 治

　　　　「光 振子」

　　北野正治個展

信濃橋画廊 （大阪）
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「甲．

移 動光 源に よ っ て

（茶屋 田丁両廊）

つ の 影 が他の 影を追い 抜 くように 計画 し て い る ，

「太陽機」

太陽 の運彳丁奇跡 を表現

ボ イ ドと マ ツ スの 認識

寡験

1973年 （と きわ 画 廊個展／般京）

振子 の奇 跡 を造 形

1981年（不　画廊 ／大 阪）

移動 光源 と して の ハ ロ ゲ ンラ イ ト

半行移動変速装置付 き

Stro監tmg　AboutTewnAHmdthcl 昭ght
　 　 　 Masahsru　ktano

光源 の 移動 と光 源と の

角度 に よる表現

1995年 〔ABC ギャ ラ リ
ー
／人阪〕

街の 条理的空聞をボ イ ド

と マ
ソ ス の 関係 の 中で 認

識す るた め の テ ソ サ ン

光の 三原色を基 に ，光 の もつ メ ソ セ ーソに つ い て研 究する た めの 模型

↑
嗹

亠．

街の 条琿 的空間を地上 と

地 下 の 形 態 の 関係 の 巾で

認 識す るた め の デ ッ サ ン

 、

、
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鹵

↑

色彩情報 とモ ノ f・一・ン の 持 つ 慧 味 が動 きと齷闡齣 8ど嘗齢 掘 Llbrary 　
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側墅 ／」L面膀 ／床／振子の 影／ti葉箱／青い 空間／青 い影／ 臼い 光
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